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習労習粛市g≡おぼる国語科教育碍現状
水戸部 修 治1)
オーストラリアは,2000年 ･2003年に実施されたPISAの読解力調査結果で好成績を収めた0
この要因として,母国語としての英語教育 (国語科教育)の質の高さがあげられる.そこで,オー
ストラリアにおける国語科教育の現状を把握するため,ニューサウスウェールズ州ワガワガ市に
おいて現地調査を行った｡幼稚園から高等学校段階までの公立 ･私立校を訪問調査したところ,
親和的な雰囲気の中で極めて意欲的に学習に取り組む児童生徒の姿や,教師による実生活の文脈
に即した授業づくりがみられた｡また,ワガワガ市内の各校を指導する専門職員や小学校教師か
らの聞き取り等から,州の学習指導要衝及び単元の解説書を基に教材を自ら開発していく教師の
質の高さと,それを支える支援システムが浮かび上がった｡また,現地で入手した学習指導要衝
と解説書について,その特徴を我が国の学習指導要領とも比較しつつ考察したところ,具体的な
言語活動を豊富に示し,PISAの読解力においても問われた読みの力を確実に育成できるように
していることが明らかになった｡
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はじめに
2003年に実施されたPISAの読解力調査において,
オーストラリアはフィンランド,韓国,カナダに次い
で参加41カ国中第4位の成績を収めた｡1
PISA (ProgrammeforlnternationalStudent
Assessment)は,OECDが行う,国際的な生徒の学
習到達度調査である｡各国の15歳の生徒を対象に,第
1回は2000年,以降2003年,2006年と3回行われてい
る｡なお,2006年調査の結果は平成19年12月に公表,
次回は2009年実施予定である｡
2003年のPISAは｢読解力｣｢数学的リテラシー｣｢科学
的リテラシー｣｢問題解決能力｣の4分野において実施
されている｡このうち ｢読解力｣について,オーストラ
リアは第1回,第2回とも参加国中第4位であった｡
我が国の場合,｢読解力｣について見ると,2000年調
査においては参加31カ国中第8位で第 1位のフィンラ
ンドとは統計上の差がなかったものの,2003年調査で
は第14位でOECD平均程度まで低下したとされる｡文
部科学省はこの結果を重く受け止めて,平成17年12月
には『読解力向上に関する指導資料』を公表している｡2
移民の子どもが多く多言語国家とも言えるオースト
1)地域教育文化学部地域教育学科
ラリアにおいては,PISAの ｢読解力｣の好成績の背景
として,英語を母国語としない児童生徒のための英語
習得システム (ESL)が普及していることが大きく影
響していると推測できるが,母国語としての英語教育
(以下,国語科教育)の質自体が,PISAが求める ｢読
解力｣に対応したものとなっていることもその要因で
あると考えられる｡
平成19年9月9日より17日までオーストラリア連邦
ニューサウスウェールズ (以下NSW)州のワガワガ
市 (WaggaWagga)の教育事情を調査する機会を得
た｡3 ここでは調査を通して得られた国語科教育の
現状把握をもとに,その特徴について考察する｡ま
た,その現状の背景ともなる現地において入手した
NSW州の小学校学習指導要領 (English)についての
分析を試みる｡
1 調査方法
(1)NSW州ワガワガ市 (WaggaWagga)における国語科
教育の現状を把握する｡そのため,以下の実地調査
を行う｡
①公立小学校における英語科の指導の視察と聞き取
り調査
②私立中等教育学校の視察と聞き取り調査
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(丑公立中等教育学校の視察と聞き取り調査
(むワガワガ市内の各校を指導する専門職員からの聞
き取り調査
⑤現地私立学校9年生からの聞き取り調査
⑥その他
弓受業用教材を扱う書店における実情把握
(2)NSW州の小学校学習指導要領 (English)の分析
2 調査の具体的内容と結果
(1)公立小学校における英語科の指導の視察と聞き取り
調査結果 (9月12日)
(∋視察対象校 ワガワガ市立小学校
(む対象校の概要
ワガワガ市内中心部にある小学校である｡NSW州
では,小学校に幼稚園が併設されている｡当該校にお
いても,幼稚園のクラスが置かれている｡幼稚園は1
学級18人程度｡
(勤視察した授業の国語科教育カリキュラムにおける
位置付け
NSW州においては,幼稚園と小学校の一貫したカ
リキュラムが構築されている｡本視察校ではこの特徴
を生かし,幼稚園から小学校低学年にかけて段階的に
発音 ｡発声や綴り字に慣れていくための基礎的学習を
参観した｡
④授業の概要
幼稚園年長組では,教師がフラッシュカードを用い
て,単語を構成するさまざまなスペルを提示し,幼児
が発音する学習を行っていた｡その後は,身近な単語
のカードを次々と提示し,やはり幼児が一斉に発音す
るという学習を行った｡
特徴としては,発音する際,しばしば単語の意味内
容に合わせた体の動きを取り入れていることがあげら
れるO視覚によって単語を認識し,音声で発話し,体
の動きも同時に行うことで,語句に対する理解を深め
る指導が見られた｡
小学校低学年の学級では,教師と児童が車座にな
り,親和的な雰囲気の中で文中における語形変化の習
得学習を行っていた｡
教師からの聞き取りによれば,学習前の児童の評価を
確実に行い,そのレベルに合わせた教材を選択し,脂
導の結果どのような定着が見られたかを評価するシステ
ムによって指導が組み立てられているとのことであった｡
(む指導支援のためのツールの活用
発音や文字の学習指導を支えるものとして,オース
トラリアで広く普及しているものがジョリーフオニッ
クス (JolyPhonics)と呼ばれる指導支援ツールであ
る｡Phonicsとは,初歩的な綴り字と発音の関係を教
える学習を意味する｡
ジョリーフオニックスは,リテラシーの指導のため
にドミニー (Dominie)社が開発したものである｡視
察校においても幼稚園及び小学校低学年において用い
られていた.ドミニー社では,ジョリーフオニック
ス ｡スターターキット(JolyPhonicsStarterKit)と
呼ばれる教材及び指導書のセットを頒布している｡文
字の形状や発音のカード,語貴を拡充するための大判
絵本などを用いて幼児 ･児童に発音,語句 ｡語糞に関
する基礎的な指導を反復して実施できるように工夫さ
れている｡
さらに,評価-指導-評価というサイクルで,確実
に能力を定着させるシステムとして用いられていたの
が,ホ-カーブ ラウンローエデ ュケーシ ョン
(HaWkerBroWnloWEducation)社が開発した,｢読
解力構築｣(BuildingReadingComprehension)と呼
ばれる指導支援ツールである｡小冊子のテキストが難
易度ごとに多彩に用意されており,事前の評価に基づ
きその教材を個に応じて与えるシステムとなってい
る｡テキス トを読む場合には,読む際の留意点
(RulesofReading)を示したプリントを児童に配布
する｡例えば,
･どんな出来事が起きたのか,いつも考えて読むこ
と｡
｡一文を区切って読むこと｡
｡言葉の意味が分からないときは,推測し,もう一
度文章に戻って声に出してみること｡
といったヒントが示されている｡また,その教材に対
応した評価を行うことができるようになっており,指
導と評価の一体化が可能なシステムとなっている｡
ジョリー フオニックスほど一般的には普及していない
ちのの,視察校では有効なものとして活用し始めてい
るとのことであった｡
(2)私立中等教育学校の視察と聞き取り調査 (9月11
日)
(∋視察対象校
TheRiverinaAnglicanColege (TRAC)
(む対象校の概要
ワガワガ市街地北部に位置する私立の6年制中等教
育学校である｡教育課程の特徴としてカリキュラム全
体で取り組むリテラシー育成のためのリテラシープロ
ジェクト (LiteracyProject)を行っていることがあ
げられる｡
(彰視察した授業の国語科教育カリキュラムにおける
位置付け
中等教育学校では,各教科とも発展的な学習の比率
が高くなる｡本視察校で参観した授業も,国語科は発
展科目の一つとして位置付けられている｡
(む授業の概要
9年生の数学と国語を参観｡数学は習熟度による学
級編成である｡各学級の人数はおおむね25名程度で
あった｡
数学では,割合の学習について,税金計算や割引券
による割引率などの日常生活の場面を想定した学習が
行われていた｡生徒の反応は活発で,示された課題に
対して積極的に質問する姿が見られた｡また教師も,
それらの質問一つ一つに丁寧に答えていた｡
国語の授業は学校図書館で行われた.｢オーストラ
リアに息づく多彩な文化を発見する｣という単元で,
数人のグループでアボリジニや移民等の文化を含めた
多彩な文化について調べ,映像として創作する学習を
行っていた｡
学校図書館司書との連携によって,生徒たちは必要
な図書資料を検索して読み込むとともに,自分たちが
探求したいテーマを明らかにしていた｡また,映像化
するに当たっては,撮影のアングルやサウンドトラッ
ク,衣装,場面設定などを具体的に考えることが求め
られていた｡
⑤授業の背景について
生徒の学びの特徴として,自分の考えを明確にも
ち,質問やディスカッションを頻繁に行う様子が見ら
れた｡校長からの聞き取りによれば,この30年間で教
育に対する考え方が大きく変わり,｢自分が将来何を
したいのか｣を考えることを重視した教育に重点を置
いているとのことであった｡また,教師の専門性が高
く,教科の本質的なおもしろさを教えることができる
よう研鍔を重ねているとのことであった｡
(3)公立中等教育学校の視察と聞き取り調査 (9月14
日)
(∋視察対象校
WaggaWaggaHighSchool
②対象校の概要
ワガワガ市内中心部にある中等教育学校である｡外
国語の授業として日本語の授業を実施している｡また
英語を母国語としない生徒のためのESLも,ワガワガ
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市内にある,チャールズスタウト大学 (CharlesSturt
Universlty)ワガワガキャンパスから派遣されたス
タッフにより行われている｡
(釘視察した授業の国語科教育カリキュラムにおける
位置付け
本授業は,外国語の選択科目の一つとして位置付け
られている｡国語科としてではないが,語学学習とし
て密接な関連のもとに指導が行われている｡
④授業の概要
7年生を対象に,日本語の授業が行われた｡当日
は,週1日程度割り当てられる,パソコン教室での授
業であった｡生徒は日本語の練習ソフトを用いて個別
的な学習を行っていた｡前時における,学習ソフトに
対応したワークシートでの学習に基づき,いくつかの
語句を正しい語順に並べ替え,日常会話を完成させる
という内容である｡
教師は非常に穏やかに授業を進めており,生徒も熱
心に取り組むとともに,疑問点を盛んに教師に質問す
る姿が見られた｡
このほか,スーダンからの難民である生徒に対し
て,チャールズスタウト大学から派遣されたESL指導
者による指導,及び図書室のパソコンを使って調べ学
習を行う理科の授業等も参観することができた｡
(4)ワガワガ市内の各校を指導する専門職員からの聞き
取り (9月13日)
①概 要
NSW州では,経験を積んだ教師などを,各校を訪問
指導するスーパーバイザーとして,主に市の首長部局
に配置するシステムがとられている｡今回の調査で
は,ワガワガ市内の各校を指導する専門職員から,教
育に関する実情を聴取する機会を得た｡
(む聞き取り内容
視察校において見られたように,いわゆる教科書は
あまり使用されておらず,児童の実態に即した副教材
を活用することが多い｡そのため,教師は常に教材開
発を行う必要がある｡そのような教師をサポートする
のが,校長など学校管理職に加えて,市のスーパーバ
イザーであるo教師は厳しい勤務評価を受ける反面,
指導技術向上のために手厚いサポートを受けていると
いえる｡
州の教育課程編成の基準は,州の学習指導要衝にあ
たるシラバス (Sylabus4)と,シラバスに基づき,
それらを具体的に解説したモジュールズ (Modules5)
として示されている｡この ｢モジュール｣は,学習に
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おける ｢単元｣の意味で用いられている｡これらはい
ずれも各校種 ･教科別に示されている｡
モジュールズの内容を具体的な授業として展開する
に当たり,教師は十分な教材研究と教材開発を必要と
する.このときに指導助言に当たるのが先述のスー
パーバイザーである｡我が国の指導主事にあたる職務
であると考えられる｡しかし,教育委員会事務職員で
あり,事務的な業務比率の高い指導主事に比べて,
個々の教師に日常的に支援を行うことができ,きめ細
かい支援が可能となっている点が特徴であると考えら
れる｡
なお,(1)(彰において述べたジョリーフオニックスに
ついては,広く取り入れられてはいるものの,それが
唯一の指導方法ではなく,指導のねらいに応じて取り
入れることで効果が上がるという意見を得ることがで
きた｡
(5)現地私立学校9年生からの聞き取り調査 (9月10
日)
(2)で述べた私立中等教育学校TRACの9年生から,
生徒の立場からの教育の実情を聞き取った｡
先述したように,各教科の学習においては,実生活
や実社会で直面する課題に対応できるような学習場面
設定がなされている｡また,各教科の学習において,
例えば400語程度のレポートによる論述を求められる
など,教科を貫く国語力の指導が明確に位置付けられ
ていることがわかった｡
国語科の学習は,9年生では発展的な内容となる｡
具体的には,
･メディアリテラシーに関する内容O国営放送と民
間放送の違いについて,批評しながらスピーチを
するなど｡
｡文学を総合的に読むことに関する内容｡ロミオと
ジュリエットを,時代背景などを含めて読んでい
くことなど｡
･文章を目的に応じて多彩に読むことに関する内
容｡一人称で書かれているか三人称で書かれてい
るか,現在形か過去形かなどの観点で分析的に読
んだり,二つの文章を読み比べてどちらが好きか
を論じたりするなど｡
といったものがあげられる｡
(6)その他
①市内書店における小学校教師への聞き取り (9月
14日)
写真 1:書店で教材を探す教師
市内中心部にある書店,ゲートウェイブックストア
(GatewayBookstore)に来た教師に地域の教育の実
情を聞くことができた.ゲートウェイブックストア
は,退職した元教師が経営する小学校の教材を取り揃
えた書店である｡
書店を訪れると何人かの教師が教材を探しに来てい
た｡授業づくりに当たっては,上述したように,いわ
ゆる教科書は使用せず,我が国の学習指導要衝解説に
当たるモジュールズをもとに教材研究し,教師自身が
教科書に当たる教材を選定するのが一般的であるとの
ことだった｡また,授業においては,購入したワーク
ブック教材をコピーして児童に配布するのだと話して
いた (写真1)0
書店のワークブックにはさまざまのものがあった
が,短いテキストを示し,その内容について問いが書
かれているものなどが見られた｡リテラシーを伸ばす
教材と銘打っているものもあり,PISAの ｢読解力｣の
調査問題にも対応できる内容であると思われる｡
3 ニューサウスウェールズ州の小学校学習指導要領
(English)の分析
(1)概 要
オーストラリアは連邦制をとっており,(4)②で論じ
たように,学習指導要領も州ごとに作られている｡こ
れまでの調査で明らかになったように,学習指導要額
が実際の授業に具体化されるステップとして,
①州の学習指導要領にあたるシラバス
②シラバスに基づき,それらを具体的に解説したモ
ジュールズ
③モジュールズの言語活動例に基づいた,各教師に
よる教材の開発や市販教材の活用
といったことがあげられる｡
(2)ニューサウスウェールズ州の小学校学習指導要領国
語科 (Sy‡labusEng一ishK-6)の特徴
次 に,小学校 学習指導要衝 国語科 (Sylabus
EnglishK-6)の特徴について,我が国の学習指導要
領と比較しながら考察したい｡
①量的な特徴
第 1にあげられるのは,量的な違いである｡シラバ
ス,モジュールズとも,大綱的に示すシステムを採用
した我が国の学習指導要額及び解説国語編に比べて,
詳細に記述されている｡サイズ ･ページ数も多くなっ
ている｡
(むリテラシー育成の重視
第2には,リテラシーを重視している点である｡シ
ラバスの冒頭には,次のように記述されている｡
【リテラシー】
リテラシーの以下の定義は,近年オーストラリアで
は広く用いられるようになっている｡リテラシーは,
読んだり,書かれた情報を活用したり文脈に即して適
切に善いたりする能力である｡リテラシ可ま,知識や
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理解を深めたり個人の成長を促進したり社会において
効果的に役割を果たしたりするのに用いられる｡リテ
ラシ可ま,話したり聞いたり,読み書きを通してクリ
ティカルに思考したりすることを統合するものでもあ
る｡
(出典 :DepartmentofEmployment,Education
andTraining,Australia′sLanguageandLiteracy
Policy,companionV01umetothepolicypaper,
AGPS,CaI止erra1991:9,)
そして,シラバスは児童が聞いたり読んだり考えた
りしたテキストに対して,質問したり評価したりする
クリティカルリテラシーの発達を促すものであること
とされている｡
私立中等教育学校をはじめとして,生徒が盛んに質
問する姿が見られたことは,この学習指導要領のリテ
ラシー育成の趣旨と符合するものであると考えられ
る｡
(参言語学習の構造
シラバスは,言語学習の全体構造を,図1のように
-一､--㌔I＼_iZg
､＼＼＼iZ!El･.ト!OiJ/I_'=TLIG･-;/-uJ･t二HJ-i■､､､
Or三ALI_A卜卜:,Ur.t.:17こ
l`{さ!コtiOnと;hir･iletL:!e剖一
COnL-ビこi-L11(ILeュ:こ
./
＼＼＼ノ丞 毎/-二㌫ 忘
卜L.'IlJli!ト.!(-;卜はハト‖卜!
~｢卜害Rも:H.きG卜iLj:q_.卜h'_LiL!
＼
i選
＼
lこ州StはLr_i{lJS1-LUてこultL,ゴミ一･,･'ビ;IiL-I.il`t＼,i
･ ≡-∴∴ ●∴∵ ･､ ‥1三･Lit=･二L･･t-1･:.1,
･:.lLjトn~n貞tJlUTn､!(I;
SJrLLSどこ
LTi■:+･rl-1T:GはT.
Cohi:rLl?":亡uこill!ご
cゝin.ヨl(i′二
三汁ニ11irn{1ぐiCnl
F,hoi-Oloとi〔Ll…
gr;マPholoEi亡2i
＼
㌔
＼ ＼
＼ ＼＼､＼
i(H■di14tli'ぐ=(-ilHrl-OSLl-'
i"lこIi.:川里Ej･-i-tlr-ir-.I
＼＼ ＼ ､J -/
lt卜!ILllj＼ru‡rj(.;EJ八rit~)il~l`
I.ビbtiutshipL'et＼Veビ∩〔L"LeTこtnnJi-a?くL
Iang=L71gL,fh･U,=tuL･eSl7!tfeatM.es
-te〉くtStrucl:川'e
-.qI.lJnnl.y･(Ii･L･nlL.tlnilEAtl;Ia亡･二Ui･aCy)
I-＼-､＼ -t二OIlt/eli二(InS
㌔-二二∴-N…二㌦ -//
図1:シラバスにおける言語学習の全体構造図
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同心円で表現している｡
中心に位置するのが,言語を媒介にした意味の形成
(MakingMeaningThroughLanguage)であり,そ
れを取り巻くのが,｢話すこと｡聞くこと｣
(TalkingandListening), ｢読むこと｣(Reading),
｢書くこと｣(Writing)の3億域である｡この3領域
構成は我が国の国語科学習指導要領の額域構成と同じ
である｡最も外側には,言語についての知識,スキル
とストラテジーの付与が領域ごとに位置付けられてい
る｡
④各領域における到達目標
シラバスには,上述の構造に即して,詳細な到達目
標 (Outcomes)が示されている｡この到達目標は,
以下の学年段階に分かれている｡
･幼稚園 (EarlyStage1)
｡第1学年及び第2学年 (Stagel)
｡第3学年及び第4学年 (Stage2)
｡第5学年及び第6学年 (Stage3)
この到達目標はさらに下位構造に区分されて示され
ている｡｢話すこと｡聞くこと｣蘭域の第1学年及び第
2学年について具体的にみてみると,以下のようであ
る｡(記号は水戸部による｡)
｢話すこと･聞くこと｣の到達目標
A 話すこと｡聞くことを学ぶ (learningtoTalk
andListen)
これらの到達目標は,児童の話す ｡聞く活動及び,
話すこと｡聞くことの技能と方略を結びつけて発達さ
せていくための計画と評価に用いられる｡
a 話す ･聞く活動
親しみのある自然に出てくるような話題を話してい
る場面や学級での活動場面で,さまざまな目的でより
多くの人々に意志を伝える｡
b 技能と方略
より少ない教示だけでもより多くの方法で交流でき
る｡自信をもって口頭表現したりいつも注意深く問い
たりできる｡
B 話すこと｡聞くことについて学ぶ (learning
aboutTalkandListen)
これらの到達目標は,文脈において話し言葉がどの
ように働くのか,話し言葉の構造や特徴がどのように
表れるのかについての知識を発達させていくための計
画と評価に用いられる｡
a 文脈とテクスト
話し言葉における目的や聞き手に関する認識をも
ち,さまざまな状況に合わせて話したり問いたりする
ことについて考慮する｡
b 言語の構造と特徴
さまざまな定型的な話は,それぞれ系統だったパ
ターンや特徴を持つこと.
この例に見られるように,目標を下記のように構造
化して表していることが分かる｡
A 言語運用そのものを学ぶ (learningto)
a 言語活動自体の遂行能力
b 活動を支える知識 ｡技能
B 言語の構造認識を学ぶ (learningabout)
a 相手 ｡目的 ｡状況などの言語意識
b 言語がもつ構造や特徴
このような整理の仕方は,国語科の授業を行う際に
は,特に次のような点で有効に機能すると考えられ
る｡
｡言語能力の系統性が明確で,学年の発達段階を踏
まえた指導を行いやすい｡
･活動を通して身に付けるべき知識や技能が明確に
示されているため,単に活発な活動をさせるので
はなく,そこに明確な言語の学習としてのねらい
を位置付けやすい｡
･具体的な相手や目的をもつことが位置付けられて
いるために,機械的なスキル学習に偏りにくい｡
⑤到達目標ごとの指標及び内容
さらに,上述の到達目標ごとに具体的な指標(Indicators)
と指導内容 (Contents)が示されている｡
⑥モジュールズの特徴
我が国の 『学習指導要衝解説国語編』に当たる
Modulesには,言語活動がステージごとに示されてい
る｡具体的には,
･話す (Recount)
｡物語 (Narrative)
･手順 (Procedure)
｡情報リポート (InformationReport)
｡討論 (Discussion)
｡解説 (Exposition)
｡描写 (Description)
｡詩 (Poetry)
･応答 (Response)
といった項目となっている｡
さらには,内容ごとの具体的な言語活動例 (児童の
文例の解説など)が示されているほか,男女による差
への対応,アボリジニの児童や英語を母国語としない児
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童,社会的に恵まれない児童,特に優秀な児童,障害
のある児童への対応などがきめ細かく示されている｡
書店での聞き取り状況を合わせて考えると,具体的
な指導事例や指導にあたっての留意点が詳細に示され
ていることが,小学校教員にとっては授業づくりの手
がかりとなっているといえよう｡
まとめ
今回の調査で明らかになった,オーストラリア連邦
NSW州ワガワガ市における国語科教育の特徴をまと
めると,以下のようになる｡
1 リテラシー育成の重視
PISA｢読解力｣でも求められているリテラシーの育
成が,学習指導要領上明確に位置付けられているとと
もに,それらが特に中等教育段階の生徒の学びの姿に
具体化している｡
小学校段階では発音や発声等繰り返しの学習が多い
ために,やや機械的なドリル学習に偏る状況も見られ
たが,上の学年になるにつれて児童生徒の主体的な学
びの姿が多く見られた｡
2 教員の質の高さと支援体制
学習指導要領の構造が明確であるだけでは,実際の
授業の質の高まりには結び付かない場合も多い｡授業
が教科書をなぞるように進んでいくのではなく,学習
指導要嶺解説をもとに,年間を通して教材開発すると
いう点において,教員の質が高いといえるのではない
だろうか｡この質の高さを支えるものとして,専門的
なスーパーバイザーの配置及び,系統的な内容をもつ
市販教材や豊富な副教材を扱う書店の存在などがあげ
られる｡また本論では触れられなかったが,大学にお
ける学部段階からの充実したインターンシップも一因
である｡
3 異文化の受容
ELSの充実に加えて,学習指導要領にも英語を母国
語としない児童への対応が位置付けられていること,
授業にも積極的に異文化を受容する内容が取り入れら
れるなどの特徴が見られた｡
本調査の遂行に当たり,本学部上山異知子教授に多
大なるお力添えをいただいた｡また,現地高校生の聞
き取り調査にあたっては,LenMorris氏の御協力をい
ただいた｡ここに記して感謝の意を表す次第である｡
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